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水槽実験による持続的混濁流の生成

Flume experiment for sustaining turbidity currents
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　混濁流は密度流の一種であり，浅海域から深海へ堆積物を運搬する主要な作用と考えられている．混濁流はしばし
ば数 100kmにわたって持続的に流れ下ることが知られているが，このような混濁流の持続性は，流れが自己持続状態に
なったときに達成されるということが示唆されてきた．自己持続状態とは，海底面から侵食した堆積物によって混濁流
の密度が増し，そのことで流れ自体がさらに加速されて，より多くの堆積物を侵食しながら流れ続けるという状態のこ
とである．そのような非堆積性の混濁流が海底谷で成長し，大量の堆積物を海底斜面から運搬することが，深海底に巨
大な海底扇状地が形成される原因であると考えられており，近年になって数値実験から混濁流の自己持続状態が天然の
海底谷であれば十分ありうるということが示唆されている．しかしながら，水槽実験に関しては，これまで行われてき
た混濁流実験はすべて堆積性の減速する流ればかりを扱っており，自己持続状態に関する理論や数値計算と比較可能な
実験データは存在しない．
　そこで，我々は水槽実験を行い，持続的混濁流を発生させて，流れの中の濃度分布や粒度偏析作用を明らかにするこ

とを試みた．非堆積性の流れを作り出すために，我々は硅砂（2.65 g/cm3）と比較して密度の軽いプラスチック粒子（1.3
g/cm3）を実験に用いた．水槽の大きさは長さ 15 m，高さ 1.4 m，幅 0.45 mであり，底面傾斜は 5%に設定し，前もって
底面に堆積物を散布した．堆積物と水の混合物を水槽上流端から噴出すると混濁流が生成され，その先端流速をビデオ
画像から測定した．
　実験混濁流の挙動は初期濃度と流速に応じて変化した．一部の条件では流れはまったく減速することなく斜面を流

れ下り，局所的には加速する流れも観察された．そして，サイフォンを用いた濃度測定により，持続的な混濁流の一部で
は底面濃度が下流方向へ向かって増加していることも確認された．このことは，混濁流が底面で堆積物を交換すること
で流速を保つというメカニズムが働いていた可能性を示唆している．


